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ン と抗 生 物質投与 に よ り治癒 し再発を見 ない ．こ の こ と

は 頚癌根治手術 に 伴 う急性 ，

一
過性 の 原因 が そ の 発生 に

関連す る と考え られ る．本症は術後速か な立直 りを必要

と す る 時期 に強 い 下痢 を来 た す が 故に 患者 の 予後を不良

に 導 く危険が あ り，従っ て早 期 に診 断 し治療 す る こ とが

必要で ， 衛後管理 の上で見落せ な い 合併症 の 一
っ と思

う．

　33．子宮癌術後の 尿路障害　（殊 に尿管腟瘻の 手

術的再建 に つ い て ）

　　　 （奈良医大）

　　　　 前山　昌男 ，須川　　佶 ，粟田　正昭

　　　　 中川 二 三 男，石 橋　　倚 ，松本 　精二

　子宮癌根治手術後 の わずらわ しい 後遺症 の
一

っ と して

尿路障害 が あ る．

　殊 に尿 管瘻 の 発生 は ， そ の 原因が 手術の 徹底 さ に原因

を有す る もの で ， ある程度 さ け得られ な い も の である．

こ れ が 発生 に対 し予防的措置が取 られ て い る が ， 我女 の

教室に 於 け る実 状 を 述べ ，叉 不幸 に して発生 せ る 尿管腟

蹊 に 対 して 手術的 尿 管再建を 行 っ た 19例 に っ い て，そ の

術式並び に成功率を報告す る．

第 9 群 　薬物 に よ る婦 人 科治療

　34．産婦人 科領域に おける静注用鉄剤 （デ キ ス

トラ ン鉄） の 大量療法 に つ い て

　　　 （三 楽病院）

　　　　 唐沢　陽介，寺門　運雄 ，中島　雄志

　　　　 緒方健次郎 ，堀 口　貞夫

　妊娠後半期 の 強い 貧1血， 第 皿期出血 多 量 ，或 い は 手術

前に 治療の 必要の あ る よ うな 貧血 を 伴 う婦 人 科 患看等 に

お い て は 短期間内 に 貧血 の 治療を行 う必 要 が あ る こ とが

多 い ．こ の 様な場合 しば しぱ輸血が行われ た が，血 清肝

炎等の 問題 もあ り， 短期問 に必 要 とす る鉄量 を 投 与す る

こ との 出米 る鉄剤 の 出現が 期待 さ れて い た ．デ キ ス ト ラ

ン 鉄 は 遊離鉄イ オ ン を生 ず る こ とが 少 い た め に副作用 が

少 な い と さ れ，こ の 要求 を 満すもの であ る．我々 は Hb

70％以 下 の 褥婦12例 ， 手術患者 3例 に 本鉄剤 650〜1600

  を 2 〜 5 日閥で 静脈内投与 を行ない 12例 に 効果を認 め

た ．Hb が 正 常値 に な っ た の は 治療開始後 2 〜 3週間 目

であっ た ．副作用は 15例中に は認め られ な か つ た が ，
こ

れ らとは 別 に 異和感の た め に 静注 を 中止 し抗 ヒ ス タ ミ ン

剤 の 投与 に よ り回復 した 1 例 が あ つ た ．妊娠貧血 へ の 応

用 に つ い て は 胎児へ の影響もあ る た め 検討 中で あ る．

　35．イ プ シ ラミ ン の 臨 床応 用 に つ い て

　　　　　　（大阪逓信）足立　春夫 ，木下　　脩

　　　　　　　　　　　桑原　公章，岡 山　隆至

　機能性 出血 の 成因 は 内分泌環境 の 不 均衡を第一に挙げ

て はい るが ， 本症は決 して 単
一

の 疾患で は な く
一

っ の症

候群 で あ り ， 然 もホ ル モ ン 動態の 簡易で適確 な検査 法 が

確立 して い ない 現在では い た ずらに ホ ル モ ン 治療を繰返

す事は却つ て逆に ホ ル モ ン バ ラ ン ス の 不 均衡 を招 来す る

事も起 り得る．今回 ， 我 々 は 抗 プ ヲ ス ミ ン 剤 に 血管強

化 ，透 過 性 抑制剤 で あ る carbazochrome を 添加 し た

「イ プ シ ラ ミ ン 」を自井松新薬 KK よ り入手 し， 機能性

出血 19例，分娩時出血32例に 投与 し，線溶系 に及 ぼ す影

響か らそ の 効果 を検索 した結果 ， 機能性出血 に関 して は

1 〜2 日 で 出血 量 は急減 し ， 止 血 迄 に要 した 口数は平均

4．1口tf73．7％ の 有効性 を認め ．又 分 娩時 1出血 に 対 レ

て も対 照 に 比 し有 意 の 影響 を 示 め す 事 を知 っ た の で こ れ

らの 成績の 詳細を報告 し， 併 せ て 我が 領域に於 ける子宮

内膜 プ ラ ス ミ ン 活性測定 の 価値 に っ い て 言及す る．

　 36．diazepam の 婦人 自律神経失調症に対す る

治療効果

　　　 （静岡県立 中央）

　　　　 後藤　忠雄，服部 鷲夫 ，上 杉セ ツ 子

　私共は diazepin 系新 tranquillizer の diazepa 皿 を

婦人自律神経失調症 に使用 した の で報告す る．

　総数39例に 1 日 4 〜 6m81 〜2週間投与 して 効果 を判

定 した．叉 そ の
一

部 21 例は placebo に よる 盲験 を行 つ

た ．

　結果は総数89例中35例89．7％に 有効であ り効果発現迄

1 〜2 週間で，即効性 が あ る．

　placebo に よ り自覚症 や N 好転 した もの が 多数あっ た

が 自律神経機能検査 成績 に は影響 な く， 上 記 の 効 果 は 心

理的 な もの で はな く， 本来の 薬効 に よ る もの で あ る．

　chlor −diazepoxideの効果と比較 した 所，常用量，効

果 発現迄 の 期間，有効率 ， 自律神経機能検査 成績に対 す
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